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平成16・17年度B本語教育研究プロジェクトコース
1．潤的
　本コースは，β本語教育に携わる現職者を対
象として，日本語教育の改善のために，社会的
文脈において藍本語教育を位置付けられる広い
視野と，B本：語教育に関する問題を科学的に追
究することのできる専門的知識を身につけた人
材を養成することを羅的とする。
　そのために，ヨ本語およびB本語教育に関す
る研究機関である当国立国語研究所の特性を活
かし，研修生が国立国語研究所の実施する日本
語教育に関するプロジェクトに参加することを
通して，fi本語教育研究のための知識や手法を
実践的に学びつつ，教育の改善への霧たな視点
を獲得する機会を提供する。
2．期間
2005年3月29日～12月20H（16年度）
2005年6月1日～2006年3月31H（17年度：）
3．潮騒i概要
016年度
テーマ「中難語母語詣者に対する日本語教育の
方法に関する研究」
　母語別のB本語教育文法について考える一環
として，中国語母語話者向けの日本語教育文法
の内容について議論を行う。
017年度
テーマ「教師の資質能力向上をめざした共同体
の創造一教師教育における内容と方法」
　日本語教師の教育において，「養成」のための
内容と方法については，長期問にわたって検討
がなされてきたが，現職教師がその資質能力を
向上させるための研修」については十分な検
討がなされているとは雷えない。そこで，平成
17年度プmジェクトコースでは，各種日本語教
育機関において指導的立場にある教師（教師教
育実践者）と噺修」に長年取り組んできた扇
研の研修スタッフ（教師教育実践者兼教師教育
研究者）とが，研修」について協議する機会
を持ち，今後の教師教育のあり方について新た
な提案をすることを目指す。
【基本方針】
（1）実践を通じた検討
（2）櫓互交渉・協働
（3）　情幸侵の収集・発信。共有
【研修活動】
　日本語教育界における中核的教師の育成を念
頭に，国譲が実施してきた長期研修・短期研修
の実績を基盤として，教師教育の内容や方法，
特に，現職教師を対象とする研修について検討
する。臼玉語教育全体の課題を意識しつつ，参
加者が所属する組織において，実際に研修を企
画・運営しながら，必要とされる研修とは何か，
適切な内容・方法はどのようなものかを，参加
者相互の情報交換・意見交換を通じて探求する。
　本コースの趣旨に照らし，会合の持ち方，相
互の連絡の取り方，設定する課題の内容，勉強
会の内容・方法，研修成果の公開法等は，参尋
者が中心となって検討し，決定する。
4．対象，募集方法，参加人数
016年度研修では，一一般公募は行わず，一橋大
　学留学生センターの教官及び中国語を母語と
　するR本語教師計6名と議論を行った。
017年度研修では，各自の組織内で実際に現
　職者向けの研修に関わっているだけでなく，
　国立国語研究所が実施してきた現職者向け研
　修の内容や方法について理解している人を対
　象とすることにより，本コースの趣旨が達成
　されると考え，平成13年度から平成16年度
　までの上級研修の修了生で組織内研修にすで
　に関わっている人に本コースの趣旨を説明し，
　賛岡し，参加可能である者が研修生となった。
　6名が参加した。
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5．参加資格
017年度研修では，上記4．に挙げたことに加
　え，以下の項目を全て満たすこととした。
　（ア）原則として，刊本語教育機関において，
　　環職者研修・組織内研修に関わっていること。
　（イ）国立国語研究所のコース担当者，他の参
　　加者との連絡あるいは討議等に電子メール
　　が使えること。
　（ウ〉本コースでの活動経過および成果に関す
　　る資料が，国立国語研究所の行う教師教育
　　研究の基礎資料となることを了解すること。
6。研修経過および成果
016年度研修では，主に井上優ジ学習者の母
　語を考慮した日本語教育文法」（野函尚蔓編
　『コミュニケーションのためのN本語教育文
　法』くろしお出版）の原稿に対するコメント
　を求める形で，中国語母語話者に対する日本
　語教育の方法について議論を行った。
017年度研修の経過は以下のとおり。
【全体の経過】
5月12B　打ち合わせ会
　　本コースに関する概要説明，現職者研修・
　組織内研修に関するブレーンストーミング，
　本コースの今後の進め方についての相談
6月25日　第1回会合
　　本コースの自標・内容・方法についての検
　討，国語研究所施設案内，各自の現状報告，
　参考文献の紹介
8月11R　第2回会下
　　各自が取り組む課題や研修についての現状
　報告・意見交換・情報交換等
9月16日　第3圃会合　同上
10月28臼　第4回会合　同上
12月　2鐸　第5園会合　同上
1月14H　第6回会合　同上
1月28～29日　勉強会
　　林野一丁（山口大学）による，地域の日本
　語教育ボランティアグループの組織運営及び
　入材育成についての話，ディスカッション
2月10日　第7回会合
　　現状報告・意見交換・情報交換等
3，月19日　第8回会合
　　現状報告，研修成果の内容・公表方法につ
　いての相談
※会合の会場は，国語研究所，研修参加者の所
　属機関等である。参加者は全て現職教師であ
　るため，会合は月～金曜Eの6時以降か週末
　に開催した。また，全員が1か所に集まるこ
　とはできないため，インターネットによる遠
　隔会議システムを使用した。
【研修生が取り組んだテーマ1
倉本文子f『カイ的授業』を探る会一学習者の
　ための協同」
黒崎　誠「教師偲人の成長を組織の成長にどう
　結びつけるか一『学習する組織』の構築を目
　指したインフォーマルミーティングの試み一」
中村和弘「教師の向上を促す評価を考える」
野P智充「教師の成長，授業の向上を促す環箋
　づくり一研修担当者にできること一」
：丸由伊津紀9学び合い，学び続ける組織づくり
　を求めて一班修担当者の役割一」
禾口口礼子四帖満足的教師研修に陥らないため
　の視点について考える」
※成果発表の企画案の提出をもって，以上6名
　の修了を決定した。
【成果発表】
1．f教師教育における内容と方法を考えるラ
　ウンドテーブルー教師の資質能力向上を支え
　る共岡体の創造をめざして」（2006年5月14
　E予定）の実施
　　各自の研修成果を発表し，それをもとに参
　誉者とともに現職研修・組織内研修の課題に
　ついて検討する会を催す。
2．報告書の作成
　　研修成果及び上記ラウンドテーブルの成果
　をもとに，報告書を作成し，ウェブkで公開
　する。
（記：金霞智子・井上　優）
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